
タバコは火をつけなければ煙が発生しません。最近、普及し始めた加熱式タバコは火を使いません

が、まだ多くの喫煙者はライターで火をつけてタバコを吸っています。吸い終わったタバコは、火を消

した事を確認してから処分するのが常識です。火のついたままのタバコを捨てれば火事になりますか

ら、そんな無神経で無責任な事をする人はいないでしょう。しかし、全国には推定で約１８８０万人の喫

煙者がいます。その人たちが毎日何本も

のタバコに火をつけているのですから、つ

いうっかりタバコの火を消し忘れたり、消し

たつもりが消えていなかったというケースも

ありえます。 

 

ところで、火のついたタバコの温度は何

度になるか知っていますか。なんと７００℃

もあります。だから、火のついたタバコを放

置すると、左の写真のように炎がでない無

炎延焼が始まります。早い時点で発見でき

れば大事にいたりませんが、この状態が続

くと何かのはずみで一気に炎を出して燃え

始めるのです。 

 

じつは、タバコの火が原因の火事はかな

り多いのです。左のグラフを見てください。

平成２８年度の消防庁の集計データによる

と、住宅火災で亡くなった人のうちタバコが

原因のケースが１６．５％を占めています。

喫煙者の不注意が１４６人もの人命を奪っ

ています。 

 

タバコは喫煙者の健康を少しずつ奪っ

ていくだけではなく、ある日突然、人の命も

奪ってしまうこともあるのです。私たちは、

この事実を認識しておかなければなりませ

ん。 
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平成２９年度消防白書から 

 

神戸市 HP から 

住宅火災の発火源別死者数（放火自殺者等を除く） 


